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特発性心筋症に関する調査研究

研究要旨
本研究では、わが国における小児から成人における心筋症の実態を把握し、研究成果を広く診療へ普及させ
心筋症の医療水準と患者のQOLの向上に貢献することを目的とする。心筋症および鑑別が必要な類縁疾患を
含む患者の実態・予後を解明し、心筋症診療の向上に資するエビデンスを構築する。分担研究では当院の心筋
症を多くふくむ紹介患者の紹介におけるリスク、また重症の心筋症の心臓移植後の予後についての検討を行
った。本結果は心筋症研究のエビデンスの一助となることが期待できる。

Ａ．研究目的
心筋症を多く含む重症心不全の症例については

補助人工心臓・心臓移植が検討される症例が多く
含まれる補助人工心臓・心臓移植を進める場合に
は、以上のような先進的な医療施設への紹介、転院
が重要であるが、実際にどのように患者を安全に
分配するか、十分なエビデンスがない。また本邦で
も心臓移植による心不全治療が増えてきているが、
本邦でどのような経過をたどるか、十分に解明さ
れていない。

Ｂ．研究方法
今回は以下の二つの研究をすすめた。一方は補助
人工心臓・心臓移植検討のために当院に転院した
症例について、転院元と当院との距離を軸に転院
後の経過について解析した。また心臓移植後の経
過についての解析については、心臓移植前の肺血
管抵抗について着目し、肺血管抵抗の値によって
心臓移植後の経過の差があるか解析を行った。

（倫理面への配慮）
いずれの研究においても当院の倫理部の審査を受
けて承認を受けて進めた。

Ｃ．研究結果
当院への転院症例についての解析では、遠距離の
病院から当院に転院された症例については転院後
の一週間以内において新たな機械的補助、カテコ
ラミン増量、腎機能増悪など、循環障害の悪化が高
率に確認された。また心臓移植前の肺血管抵抗に
おける検討において、移植前肺血管抵抗が高い患
者については心臓移植後の右心機能低下が有意で
あり、心不全のイベントが高率に発生することが
確認された。

Ｄ．考察
当院への重症心不全患者の転院に関する検討の結
果を踏まえると、長距離の転院は状態悪化のリス
クがあると考えられ、心不全の重症度が高いと判
断される段階で、なるべく早いタイミングで段階
的により中心的な医療機関に転院するのが望まし

いと考えられる。また心臓移植後の患者の解析の
結果を検討すると、肺血管抵抗の上昇は心臓移植
待機までの心不全の負担と考えられ、心臓移植の
望む場合には心臓以外の他臓器の障害を最小にお
さえることが重要であることが示唆された。

E．結論 
心筋症の中でも重症の症例に関しては重症度に合
わせて段階的に適切な医療機関への早めの転医が
望ましいと考えられた。以上のような形で早めに
適切に対応する結果として、心臓移植などの治療
が必要になる症例も、移植後の予後を維持するこ
とにつながることが予想された。
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